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1 動機
☆ 現在日本では規格外野菜が廃棄されることが問題と
なっている。規格外野菜とは 形、色、大きさなどが市場
に出す基準を満たさず通常の価格で販売することができ
ない野菜のことを指す。このような規格外野菜を地域の
方に食べてもらうとともに地元食材の美味しさを知っても
らうことで規格外野菜の廃棄量を減らしたい！という思
いから活動した。

2 仮説
☆ 日本では現在約 20万トンほどの量が規格外野菜とし
て捨てられている。そこで私達は地元の規格外野菜で
ジュースを作り地域の方に飲んでもらい地元食材のお
いしさを広めることができれば地域活性化につながるの
ではないか と仮説を立てた。

3 活動内容
①もんとあ〜る様や農家様、鶴岡 Dada様にご協力を
    いただき、鶴岡市の規格外野菜の現状を知る。
　スイカ、トマト、メロンを集め、ジュースを製作！
　搾りかすが出てくることに気づく。

②ジュースを校内試飲会、銀座秋祭りで販売 (9/29)
    ＋アンケートの実施
　販売形態、宣伝方法、店作りを試行錯誤。

③搾りかすを活用して、堆肥化について学ぶ　
三郷原牧場様や東北イートップ様からご協力を頂き堆肥化につい
て学び循環型社会について考える。

④県の発表会に参加し、貴重な意見をいただけた。
　　活性化を一時的ではなく継続的にするには。

銀座秋祭りの様子

4 分析
①農家様の訪問から
３割近くは規格外のものがあるが、農家によっては自己消費や
違った形や値段を変えて売っているところもある。
➡私たちと規格外野菜に対する考えの違いがあることを認識

②アンケートから
➡規格外野菜は味に問題はないため食べてもいいと思う人、食
べたいと思う人が多かった。ジュースの味について美味しいと感
じた人が多くいた。
③堆肥化について
➡家畜の糞尿などを腐食土と共にコンポストに入れて、栄養のあ
る土を作る。期間は一般的に約三ヶ月かかる。
④県の発表会から
➡廃棄食材に対して協力してくれる団体を求めている農家が　い
ることを再確認し、そのような農家さんと協力していくことが大切
だと感じた。

５まとめ

①継続的な供給先についてどのようにするか
多くの団体や企業との連携し、サイクルを確立し循環型社
会に繋げていくことが必要である。
②地域活性化を身近なものにするために経費をどの
    ように抑えるか。
今回の費用は6万円に対し、好ましい利益をあげられな
かったため費用の改善が必要である。
③フードロスに対する意識を高めるために、消費者
    にどのような形で現状を知ってもらうか。
規格外野菜に対する消費者の認知が最も重要であり、
今回の活動を通してより多くの方に現状を伝える事が
　できてよかった。
④1年間の活動を通して
　一時的に地域活性をすることができたが費用面と
　　　継続性に課題が残った。
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